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【
12
月
22
日
か
ら
1
月
18
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

お
お
く
に

た
く
と

ま
　
や

な
な
き

み
　
な

ゆ
う
と

か
な
と

り
　
か

ち
　
ず

あ
や
か

こ
は
ね

か
の
ん

さ
や
か

ふ
　
せ

あ
ん
ず

わ
た
る

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

大
國
　
拓
渡
　
　
昭
　
浩
　
洋
　
子
　
船
津

鈴
木
　
　
杏
　
　
松
　
巳
　
祐
　
子
　
船
津

小
佐
野
真
彩
　
　
英
　
樹
　
雅
由
見
　
船
津

布
施
　
七
輝
　
　
嘉
　
裕
　
裕
　
香
　
船
津

渡
邊
マ
ア
ヤ
　
　
ノ
ブ
オ
　
広
　
美
　
船
津

古
屋
　
実
那
　
　
良
　
和
　
貴
　
子
　
小
立

羽
田
　
悠
斗
　
　
浩
　
秋
　
浩
　
美
　
小
立

富
川
　
　
亘
　
　
尋
　
史
　
悦
　
子
　
小
立

渡
邉
　
奏
翔
　
　
昌
　
樹
　
め
ぐ
み
　
小
立

古
屋
　
利
花
　
　
隆
　
利
　
順
　
子
　
小
立

梶
原
　
千
寿
　
　
寿
　
博
　
久
美
子
　
河
口

三
浦
　
彩
加
　
　
　
貢
　
　
貴
美
子
　
勝
山

小
林
　
来
羽
　
　
俊
　
明
　
友
　
里
　
勝
山

渡
辺
　
花
音
　
　
和
　
也
　
理
　
恵
　
西
湖
西

渡
辺
　
彩
華
　
　
英
　
和
　
志
　
穂
　
西
湖
西

渡
邉
　
虎
幸
　
94
歳
　
渡
邉
　
和
男
　
船
津

渡
邊
　
崇
男
　
64
歳
　
渡
邊
　
　
毅
　
船
津

外
川
　
松
男
　
52
歳
　
外
川
喜
久
子
　
船
津

　

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
「
精
進
湖
リ
ゾ
ー
ト
の
先
駆
け
を
し
た
‐
あ
る
英
国
人
‐
」

　
近
年
国
際
交
流
が
叫
ば
れ
、
政
府
も
世
界
に
向

け
て
外
人
客
の
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
中
も
互
い
に
観
光
客
の

誘
致
合
戦
を
し
、
入
国
数
で
は
、
ト
ッ
プ
を
フ
ラ

ン
ス
が
誇
り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
半
が
そ
の
近

隣
諸
国
で
、
極
東
の
わ
が
国
は
35
位
と
低
い
ラ
ン

ク
で
す
。

「
も
の
」
の
貿
易
収
支
で
は
先
進
国
で
す
が
、

「
ひ
と
」
に
関
し
て
は
後
進
国
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

“
富
士
山
”
の
お
か
げ
で
東
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
は
、
人
気
観
光
地
の
一
つ
と
し
て

大
勢
の
方
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
平
成
の
合
併
で
同
じ
町
内
と
な

る
上
九
一
色
村
の
精
進
湖
に
つ
い
て
、
異
国
と
の

交
流
が
船
と
い
う
時
代
に
外
人
客
誘
致
を
成
功

さ
せ
た
物
語
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。
精
進
湖
畔

の
「
卯
の
崎
」
と
呼
ば
れ
る
高
台
に
今
か
ら

1
1
1
年
前
の
明
治
28
年（
1
8
9
5
）Ｈ
.
Ｓ
.
ホ

イ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
ズ
（
写
真
の
如
く
の
）
と
い
う
英

国
人

が
県

下
に

初
め

て
の

純
洋

式
ホ

テ
ル
（
精
進
湖
ホ
テ
ル

と
い
う
）
を
創
建
し
ま

し
た
。
日
本
の
シ
ン
ボ

ル
「
フ
ジ
ヤ
マ
」
に

魅
せ
ら
れ
、
最
も
良
く
、
美
し
く
見
え
る
場
所
を
探
し
巡
り
、
一
年

が
か
り
で
つ
い
に
出
会
っ
た
地
が
こ
こ
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

永
住
を
決
意
し
「
星
野
芳
春
」
の
名
前
で
帰
化
し
、
ホ
テ
ル
業
を
中

心
に
周
辺
の
観
光
開
発
の
先
駆
け
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。
当

時
の
精
進
湖
は
観
光
地
と
し
て
は
縁
遠
い
寒
村
で
し
た
が
、
当
時
か

ら
富
士
山
の
眺
め
と
い
う
点
で
は
一
等
地
と
言
わ
れ
て
い

て
、
な
ぜ
か
富
士
山
信
仰
の
先
達
の
教
祖
た
ち
は
、
こ
の
地
を
登
拝

口
の
一
つ
と
選
ん
で
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
彼
の
そ
の
感
性
に
は
不

思
議
な
思
い
が
い
た
し
ま
す
が
、
外
国
人
の
彼
が
、
出
会
い
、
自
分

の
ホ
テ
ル
を
創
建
す
る
場
が
こ
こ
だ
っ
た
の
で
す
。
一
転
し
て
そ
の

宣
伝
を
展
開
し
、
当
時
、
外
人
が
多
か
っ
た
横
浜
、
東
京
、
或
い
は

彼
の
母
国
の
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、
諸
外
国
の
新
聞
等
に
誘
客
宣
伝

を
努
め
た
お
か
げ
で
、
富
士
山
の
眺
め
の
良
い
ホ
テ
ル
と
し
て
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
、
馬
車
鉄
道
の
時
代
で
、
陸
路
よ
り
、
富

士
川
を
利
用
す
る
船
便
を
活
用
し
、
市
川
大
門
を
経
由
で
、
四
人
掛

け
で
担
ぐ
「
チ
ャ
イ
」
と
言
う
駕
籠
と
馬
で
旅
客
と
食
材
等
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
口
コ
ミ
で
評
判
が
宣
伝
を
呼
び
、
外
人
客
が

賑
わ
う
小
さ
な
国
際
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
証
し
は
、
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）
昭
和
天
皇
の
皇
太
子
時

代
に
渡
英
の
折
、
英
国
の
王
室
の
方
々
か
ら
「
シ
ョ
ー
ジ
・
レ
ー
ク
」
の

こ
と
を
問
わ
れ
る
ほ
ど
海
外
に
ま
で
知
れ
渡
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
皇
太
子
は
帰
国
後
、
こ
の
地
を
訪
ね
、
ホ
テ

ル
に
滞
在
し
、
周
辺
を
探
索
し
た
た
め
、
そ
の
後
は
逆
に
国
内
で
改

め
て
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
北
麓
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
先
駆
け
を
し
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
洋
式
ホ
テ
ル
が
山
中
湖
に
出
来
た
の
が
昭
和
３
年
、
大

月
・
吉
田
間
の
電
車
ス
タ
ー
ト
が
昭
和
４
年
で
、
赤
字
続
き
の
毎
日

ホイット・ウォーズ 氏
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1月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　24,374

 11,963

 12,411

 8,146

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (＋10)

人 (＋4)

人 (＋6)

戸 (－7)

日   

時
　
2
月
7
日 (

火)

・
3
月
28
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

轟
　
　
恵
子
　
41
歳
　
轟
　
　
秀
明
　
船
津

小
林
　
利
幸
　
76
歳
　
小
林
　
綱
義
　
船
津

渡
辺
　
　
茂
　
39
歳
　
渡
辺
由
美
子
　
小
立

梶
原
せ
つ
子
　
72
歳
　
梶
原
　
常
雄
　
小
立

石
倉
み
や
子
　
75
歳
　
石
倉
　
義
和
　
小
立

小
佐
野
冨
治
俊
　
78
歳
　
小
佐
野
文
秀
　
小
立

流
石
東
海
男
　
67
歳
　
流
石
ナ
ヲ
子
　
勝
山

倉
澤
　
　
孝
　
91
歳
　
倉
澤
　
佑
一
　
勝
山

三
浦
　
義
政
　
74
歳
　
三
浦
さ
か
江
　
長
浜

渡
辺
　
　
豊
　
＝
　
山
崎
さ
お
り
　
西
湖
南

宮
野
　
一
長
　
＝
　
川
口
　
照
美
　
小
立

外
川
　
　
純
　
＝
　
長
澤
み
ど
り
　
船
津

で
ま
だ
ま
だ
観
光
で
は
こ
の
地
は
夜
明
け
前
で
し
た
が
、
昭
和
７
年

（
1
9
3
2
）
頃
か
ら
日
本
客
も
宿
泊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
私
は
、
こ
の
異
国
の
先
駆
者
の
英
国
人
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
が
、

資
料
も
知
る
人
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
残
さ
れ
た
少
な
い
資
料

を
通
じ
、
以
下
、
星
野
さ
ん
の
経
歴
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　
彼
は
、
英
国
の
ロ
ン
ド
ン
の
近
く
の
ウ
ォ
ル
ト
シ
ャ
ー
州
の
カ
ー

ン
市
の
カ
ム
ロ
と
い
う
所
で
生
ま
れ
、
若
く
し
て
船
乗
り
に
な
り
、

多
く
の
航
海
を
経
て
、
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
帆
船
で
浦
賀
に
来

日
し
、
日
本
と
の
出
会
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
す
で

に
外
人
客
の
多
い
先
進
地
の
箱
根
の
宮
の
下
に
来
て
外
人
客
用
ホ
テ

ル
で
働
い
た
り
「
改
開
亭
」
と
言
う
小
さ
な
ホ
テ
ル
を
開
業
し
た
り
、

後
年
、
妻
と
な
る
小
田
原
出
身
の
士
族
の
娘
で
、
明
治
11
年

（
1
8
7
8
）
日
本
で
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と

し
て
開
業
し
て
い
た
「
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
で
働
い
て
い
た
、
大
沢
キ

ミ
さ
ん
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
麓
を
巡
り
、
つ
い
に
こ
の

山
に
魅
さ
れ
た
一
人
の
英
国
人
は
こ
の
精
進
湖
に
出
会
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
介
の
船
員
が
ど
ん
な
方
法
で
創
業
資
金
を
作
っ
た
か
不
明

で
す
が
（
た
ぶ
ん
ス
ポ
ン
サ
ー
が
存
在
し
た
）
、
そ
し
て
、
当
時
す

で
に
自
然
保
護
を
訴
え
、
村
人
と
融
和
し
、
従
業
員
と
し
て
雇
い
ホ

テ
ル
は
繁
昌
し
た
よ
う
で
す
。
節
々
、
村
人
に
英
語
を
教
え
た
り
、

自
分
の
国
の
こ
と
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
航
海
話
を
し
、
特
に
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
で
の
話
が
多
か
っ
た
の
で

“ソ
ロ
モ
ン
さ
ん
”
と
い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
、
人
気
の
あ
る
変
な
外
人
だ
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
、
ま
だ
秘
境
の
様
な
湖
畔
に
、
外
人
客
ば
か
り
の
小
さ
な
リ

ゾ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
作
っ
た
星
野
さ
ん
は
、
明
治
40
年
（
1
9
0
7
）

52
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
未
亡
人
と
な
っ
た
キ
ミ
さ
ん

と
四
人
の
子
供
で
経
営
を
続
け
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
は
昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
、

こ
こ
で
働
き
接
客
体
験
を
し
た
村
人
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
周
辺
の

旅
館
業
の
先
達
メ
ン
バ
ー
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
働
き
始
め
ま
し
た
。

焼
失
か
ら
２
年
後
の
昭
和
13
年
、
そ
の
跡
地
は
、
あ
の
文
明
開
花
の

明
治
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
の
築
地
の
精
養
軒
の
流
れ
を
く
む
上
野
精
養

軒
に
所
有
が
移
り
、
改
め
て
再
建
さ
れ
、
現
在
も
夏
期
の
み
の
営
業

で
す
が
、
ひ
っ
そ
り
と
「
精
進
ホ
テ
ル
」
は
日
本
で
も
有
数
の
歴
史

の
あ
る
名
門
ホ
テ
ル
の
一
つ
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
さ

れ
た
子
供
た
ち
は
星
野
さ
ん
の
血
を
引
く
日
本
人
と
し
て
各
地
に
散

り
ま
し
た
が
、
星
野
ご
夫
妻
の
墓
は
村
内
の
竜
泉
寺
に
静
か
に
眠
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
墓
石
に
は
、
明
治
時
代
の
論
客
の
徳
富
蘇
峰
氏

の
筆
で
「
英
星
院
芳
春
剛
謄
声
居
士
」
と
い
う
戒
名
が
刻
ま
れ
る
ほ

ど
、
名
を
残
し
ま
し
た
。

　
異
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来
て
、
日
本
人
の
妻
を
持
ち
、
こ
の
地
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
ホ
テ
ル
を
作
り
、
外
人
客
を
誘
致
し
た
の
は
、
ま
さ

に
今
日
の
外
人
客
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
こ

の
地
が
新
し
い
町
と
な
り
、
外
人
客
受
入
の
先
進
地
区
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
そ
の
誘
致
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
町
当
局
と
観
光
連
盟
で
推
進

し
て
い
る
姿
に
は
、
さ
ぞ
び
っ
く
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
小

さ
な
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
感
慨
無
量
の
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
ま

す
。
特
に
こ
よ
な
く
村
人
に
対
し
て
自
然
保
護
を
訴
え
た
開
発
方
法

は
今
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
精
神
」
に
通
じ
、
ま
た
、
こ
の
北
麓

地
区
の
観
光
資
源
を
大
切
に
活
用
す
る
こ
と
を
1
0
0
年
以
上
の
昔

に
イ
ギ
リ
ス
の
外
国
人
が
実
行
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
地
区
が
同
じ
町
内
に
な
る
機
会
に
改
め
て
、
こ
の
卯
の
崎

の
高
台
に
あ
る
精
進
ホ
テ
ル
を
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。

　
こ
ん
な
歴
史
を
持
つ
ス
ポ
ッ
ト
も
当
町
が
誇
れ
る
文
化
財
と
思
い

ま
す
。

 

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
庄
司
守
男
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時～、日曜・祝祭日　午前8時～

　
町
で
は
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
情
報
を
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
相
互
に
情
報
伝
達
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
確
立
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
安
心
ｅ-

ネ
ッ
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
以
降
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
掲
載
し
、
紹
介
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
身
の
回
り
で
の
「
地
域
安
心
・
安
全
」
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
連
絡
し
て
下
さ
い
。

【
警
察
情
報
】

車
上
ね
ら
い
の
犯
罪
発
生
状
況
（
平
成
１７
年
１１
月
） 

 

○
認
知
件
数
　
９
件 

 

　
　
発
生
場
所
は
発
生
件
数
の
多
い
順
に
、

　
河
口･

勝
山･

船
津
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

盗
難
・
住
居
侵
入
多
発

○
平
成
１７
年
１１
月
２２
日
夜
、
町
内
に
お
い
て
侵
入
窃
盗
が
連
続
発
生
し
ま

　
し
た
。
犯
人
は
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
を
連
続
し
て
鳴
ら
し
不
在
を
確
認
し

　
て
か
ら
忍
込
ん
で
い
ま
す
。

空
き
巣
等
の
犯
罪
発
生
状
況
（
平
成
１７
年
１１
月
） 

○
認
知
件
数
　
５
件 

　
　
発
生
場
所
は
発
生
件
数
の
多
い
順
に
、
船
津･

勝
山
・
大
嵐
地
区
と
な 

　
っ
て
い
ま
す
。
外
出
の
際
に
は
、
玄
関
や
窓
の
施
錠
を
必
ず
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

【
町
教
育
委
員
会
情
報
】

○
平
成
１７
年
１１
月
９
日(

水)

午
後
４
時
３０
分
頃
、
富
士
河
口
湖
町
船
津
の 

 
 
 
     

　
「
夢
の
都
」
付
近
の
歩
道
を
下
校
途
中
の
児
童
に
む
け
て
、
走
行
中
の
車

　
か
ら
エ
ア
ガ
ン
を
多
数
連
射
す
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
緑
色
の
軽
自

　
動
車
で
ナ
ン
バ
ー
は
不
明
。
児
童
に
怪
我
等
の
被
害
は
な
い
。

　
地
域
の
安
心
安
全
の
確
立
の
た
め
、
住
民
パ
ワ
ー
を
活
か
し
た
防
犯
・

防
災
活
動
な
ど
に
幅
広
く
対
応
す
べ
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
I
T
の
電
子
掲
示
板
や
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
て

地
域
の
安
心･

安
全
情
報
を
共
有
で
き
る
も
の
で
す
。

　
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
か
ら
の
情
報
や
学
校
、
警
察
署
か
ら
の
情
報
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
情
報
を
町
役
場
に
情
報
提

供
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
地
図
情
報
と
と
も
に
電
子

掲
示
板
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
事
前
に
利
用
者
登

録
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
電
子
メ
ー
ル
で
情

報
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　
配
信
し
て
い
る
情
報
の
種
類
は

　
　
　
●
防
犯
・
防
災
情
報
　

　
　
　
●
野
生
サ
ル
位
置
情
報

　
　
　
●
交
通
・
道
路
情
報
　

　
　
　
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報

　
　
　
●
防
災
無
線
放
送
内
容

　
な
お
、
利
用
者
登
録
は
無
料
で
す
が
、
登
録
・
メ
ー
ル
受
信
に
か
か
る

プ
ロ
バ
イ
ダ
料
や
パ
ケ
ッ
ト
料
な
ど
の
通
信
料
は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
の
公
共
施
設
や
地
域
の
商
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
、
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。
（
３
月
末
１
０
０
箇
所
掲
示
予
定
）
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
２

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
読
取
機
能
付
の
携
帯
電
話
で
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
安
心
ｅ-

ネ
ッ
ト
」
へ
接
続
を
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
安
心
安
全
掲
示
板
を
見
た
り
、
現
在
地
の
位
置
情
報
を
取
得
し
情

報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
安
心
ｅ-

ネ
ッ
ト
」
だ
よ
り

ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
安
心
ｅ-

ネ
ッ
ト
と
は
？

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
ポ
ス
タ
ー
と
は
？

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
ポ
ス
タ
ー
と
は
？

携帯電話やインターネットで地域の安心安全情報を共有しましょう

『ふじかわぐちこ安心ｅ－ネット』地域安心安全情報共有システム
  メール配信サービス 受付中

https://safety.town.fujikawaguchiko.yamanashi.jp/　（ＰＣ＆携帯可）


